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道―8 館（うち公立は 7 館），東北―13 館（同
13 館），東京―23 館（同 13 館），関東（東京を
除く）―24 館（同 15 館），中部―39 館（同 22
館），近畿―23 館（同 14 館），中国・四国―24
























































　1）北海道（71 館，うち公立 52 館）―71 館（う
ち公立は 52 館）
　2）東北（149 館，同 102 館）―青森県 18 館
（同 16 館），岩手県 28 館（同 20 館），宮城
県 26 館（同 18 館），秋田県 22 館（同 16 館），
山形県 24 館（同 8 館），福島県 31 館（同
24 館）
　3）関東（441 館，同 189 館）―茨城県 30 館
（同 17 館），栃木県 30 館（同 14 館），群馬
県 30 館（同 12 館），埼玉県 23 館（同 12 館），
千葉県 49 館（同 31 館），東京都 206 館（同
77 館），神奈川県 73 館（同 26 館）
　4）中部（501 館，同 274 館）―新潟県 42 館
（同 27 館），富山県 23 館（同 17 館），石川
県 35（同 24 館），福井県 20 館（同 15 館），
山梨県 41 館（同 21 館），長野県 133 館（同
71 館），岐阜県 50 館（同 28 館），静岡県
75 館（同 24 館），愛知県 82 館（同 47 館）
　5）近畿（247 館，同 92 館）―三重県 22 館
（同 6 館），滋賀県 21 館（同 10 館），京都
府 65 館（同 15 館），大阪府 36 館（同 18 館），
兵庫県 61 館（同 27 館），奈良県 30 館（同
9 館），和歌山県 12 館（同 7 館）
　6）中国（134 館，同 75 館）―鳥取県 11 館
（同 6 館），島根県 44 館（同 22 館），岡山
県 24 館（同 13 館），広島県 31 館（同 19 館），
山口県 24 館（同 15 館）
　7）四国（66 館，同 41 館）―徳島県 7 館（同
5 館），香川県 21 館（同 9 館），愛媛県 27
館（同 19 館），高知県 11 館（同 8 館）
　8）九州（158 館，同 96 館）―福岡県 37 館
（同 29 館），佐賀県 13 館（同 7 館），長崎
県 22 館（同 13 館），熊本県 18 館（同 12 館），
大分県26館（同10館），宮崎県8館（同7館），




































































































で「年間 100 館の博物館，18 館の美術館の増
論　文









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 ）同上，191 頁。 
論　文



































年は 348 館が正会員であった。平成 28 年 5 月で
























































65CHUKYO KEIEI KENKYU Vol.26
とは―」建築思潮研究所編『建築設計資料 102・
美術館３―多様化する芸術表現，変容する展示
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27）松尾の整理によると，1950 年代に白色セメン
トなどによる彫刻展が始まり，17 の彫刻展が
開催されている。1960 年代には 37 の彫刻展，
1970 年代には 65 の彫刻展，1980 年代には 143
の彫刻展，1990 年代には 173 の彫刻展が開催さ
れた。ちなみに，彫刻シンポジウムについては，
1960 年代には 6 回，1970 年代に 46 回，1980 年












は 1994 年，村上隆による IZUMIWAKU プロ
ジェクト（東京都杉並区の中学校校舎を利用）
は 1994 年（2 回目は 1996 年）である。2000 年
代には 44 回の開催となり，北川フラムの第１回
「大地の芸術祭：英語妻有アートトリエンナーレ」
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